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以上をもとに，2 章～4 章を墓の提供者側，5 章～7 章を墓の利用者
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的・社会的変化の関連を検討した．そして，近現代における墓制の変
容期を 5 点示した．これは，⑴  明治初期，⑵  戦後期，⑶  高度経済成
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第 4 章では，寺院側のアクターから先祖祭祀の変容を捉えるために，
東京都の 3 寺院（K・J・T 寺）への聞き取り調査と曹洞宗寺院（16 軒）









第 5 章では，K 寺墓地の利用者（12 名）への聞き取り調査をもとに，
都市社会の定住者層における墓地取得理由と継承に関する認識を分析
し，次の 2 点を明らかとした．  










第 6 章では，T 寺施餓鬼会におけるアンケート調査（37 名）を中心
に，流動性の中で墓を継承した人々の墓の継承と永代供養墓の利用意







容期を 5 点示した．これは，⑴  明治初期，⑵  戦後期，⑶  高度経済成
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